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（２）

　平成１９年度の一般会計ほか５会計の

予算が、３月定例町議会で議決されま

した。一般会計予算は、４１億５,８００万

円で前年度に比べ６．６％の減となりま

した。これは、明和中学校屋内運動場

建設工事が前年度で終了したこと等に

より予算規模が縮小しました。

特別会計は、６．６％増の３７億７，０４０万

円と定めました。

会計別予算規模（率は前年比）

財産と町債の現況
（一般会計ベース）

財産　

基金　３月１２日現在　２４億８,２７４万５千円

現金　３月８日現在　   １４億８,５８１万５千円

土地　３月３１日現在　　　　２２万４１愛

建物   ３月３１日現在　　　　４万４,１８０愛

町債

平成１７年度末町債残高見込額

３０億６，０３８万４千円

平成１８年度末町債残高見込額

３３億９，４５４万２千円

　　平成１９年度中　町債見込額

　　　　２億８，０６０万円

　　平成１９年度中　元金償還見込額

　　　　１億５，７２６万６千円

町債（地方債）とは

　町債は地方公共団体の財政収入の中で大
切な財産であり、当該公共施設の事業効果が

後世の住民におよぶ場合には、後年度にも繰

り延べて支払うことが適当であると思われま

す。なお、町債には国の補てんすべきものも多

く元利償還金の一部が地方交付税として国よ

り算入されています。

 予算

５,８００万円　
△６．６％４１億５，８００万円一般会計

△１．３％７億７，３００万円老人保健
特
　
別
　
会
　
計

１１．４％１０億５，８００万円国民健康保険

７．６％６億７，０００万円介護保険

１１．７％８億９，７００万円下水道事業

△１．８％３億７，２４０万円水道事業会計

その他…商工費、労働費、諸支出金、予備費

　 　４１億５,８００万円　 （　）内は前年対比



（３）広報めいわ　平成１９年４月１０日

　平成１９年度  
　　     ４１億  

 町税の内訳
２７億６，０００万円

町民１人当たり
（町の人口１１，６７６人）

（平成１９年３月１日現在）

　　

１５億９，９０２万１千円
１０億８，６８２万１千円

町民税
（内　法人町民税）

１０億６，８８４万５千円固定資産税

２，０１７万４千円軽自動車税

７，１９６万円町たばこ税

軽自動車税

  １，７２８円

町たばこ税

       ６，１６３円

固定資産税

      ９１，５４２円

町　民　税

    １３６，９４９円

納める税金（法人分含む）

　　　　総額２３６，３８２円

使われる予算

　　　　　　総額３５６，１１５円

総　務　費

 ４７，６４５円

農林水産業費

 １３，７５７円

土　木　費

５６，２７７円

衛　生　費

 ３２，６０５円

民　生　費

  ６９，９３０円

そ　の　他

１１，２００円

消　防　費

１９，４１４円

教　育　費

８７，２０４円

公　債　費

１８，０８３円

　一般会計　　　　　

その他…利子割交付金、配当割交付金、株
　　　　式等譲渡所得割交付金、自動車取
　　　　得税交付金、地方特例交付金、交
　　　　通安全対策特別交付金、分担金及
　　　　び負担金、使用料及び手数料、財
　　　　産収入、寄付金

  依存財源　２３％　

  自主財源　７７％　



（４）

　　一般会計の主な事業 ◎印は新規

単位：千円

議　会　費
８,０２８万７千円

・議会費（定例議会および議会だよ

り発行等）８０，２８７

総　務　費
５億５,６３０万４千円

・一般管理費（情報化推進事業等）

２４６，０９０

・財政管理費（電子入札運営経費等）

６，０３５

・財産管理費（◎旧役場庁舎解体工

事等）６２，９８７

・自治振興費（区行政運営事業等）

１３，６８９

・選挙費（◎県知事選挙費、◎参議

院選挙費、◎町議会議員選挙費）

２７，０６８

・賦課徴収費（賦課等電算処理業務

等、◎固定資産課税客体調査業務

等）４２，７４３

・広報費（◎仮称町特派員、広報紙

発行、情報通信事業等）８，４２４

・企画費（協働のまちづくり事業、

地域間交流事業、明和まつり補助

金等）１７，１０７

・戸籍住民基本台帳費（住民情報等

電算処理業務等）３８，８５９

民　生　費
８億１,６４９万７千円

・老人福祉費（老人保健特別会計繰

出金等、◎社会福祉大会事業、◎

後期高齢者医療広域連合負担金）

２４３，９７２

・障害者福祉費（自立支援事業、介

護給付金、地域活動支援事業、◎

地域活動支援センター建設工事

等）１８７，１１１

・医療福祉費（福祉医療費支給事業）

７７，５６９

・児童福祉費（出産祝金支給事業 、児

童手当支給事業、◎乳幼児加算、

東部児童館屋外遊具改修工事等）

１３４，５２７

衛　生　費
３億８,０６９万１千円

・邑楽館林医療事務組合負担金

３０，６６５

・邑楽館林医療事務組合出資金

１１，７７７

・予防費（◎妊婦助成金交付事業、

各種健診、予防事業等）６１，１５４

・環境衛生費（◎単独浄化槽廃止転

換費補助事業、◎地球温暖化防止

実行計画策定業務、水道事業会計

繰出金等）４７，０７９

・清掃費（◎蛍光管処理業務委託事

業、廃棄物処理事業等、し尿処理

事業）１５９，７８７

労　働　費
１,１２０万８千円

・労働諸費（勤労者生活資金預託金

等）１１，２０８

農林水産業費
１億６,０６２万７千円

・農業委員会費７，２３８

・農業振興費（◎大規模生産体制整

備事業、水田農業構造改革対策事

業、農用地利用集積促進事業等）

３１，８１１

・農地費（◎農地・水・環境保全向

上対策事業、町単水路改修工事

等）６１，７５８

商　工　費
２,８６４万８千円

・商工振興費（商工会助成金、労働

環境整備資金預託金、商業設備近

代化資金預託金等）１８，６８０

・観光費（脅梨ワイン醸造委託料）

１，４４５

土　木　費
６億５,７０８万６千円

・道路新設改良費（道路改良工事、

側溝整備、側溝蓋整備工事等）

１８１，８４６

・道路維持費（道路舗装補修事業等）

６６，５６９

・河川費（◎護岸改修工事等）

３２，２１５

・都市計画費（◎川俣駅周辺整備計

画策定業務、◎分譲造成工事費、

◎公園等整備工事費、下水道事業

特別会計繰出金等）３２７，２９１

・住宅費（◎住宅建設調査測量、◎

町営住宅火災警報器設置事業等）

１５，２９５

消　防　費
２億２,６６８万１千円

・消防費（◎県防災行政無線整備工

事費負担金、常備消防費負担金、

非常備消防費負担金、消防施設負

担金等）２２６，６８１

教　育　費
１０億１,８２０万１千円

・小学校費（◎東小学校校庭整備工

事、◎東小学校南校舎鳩糞害対策、

◎西小学校プール改築工事◎西小

学校南校舎屋上防水改修工事、◎

小学校英語活動事業等）２９０，２７５

・中学校費（◎中学校北校舎外壁改

修工事、中学生海外派遣事業等）

１０８，５５９

・こども園費（◎こども園庭整備工

事、こども園運営費等）１８２，６９０

・社会教育費（◎放課後子ども教室

推進事業、各種学級および生涯学

習推進事業、青少年育成対策事業、

公民館事業、ふるさと産業文化館

事業、図書館事業等）１３５，４８６

・保健体育費（各種教室および講習

会の実施、体育協会交付金、社会

体育館東側屋根防水工事、海洋セ

ンター事業、給食センター事業

等）２２６，２０２

公　債　費
２億１,１１４万円

・公債費（償還元金および支払利子

等）２１１，１４０
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老人保健
７億７，３００万円

（歳入）

支払基金交付金

                                     　３９５,０３３

国庫支出金　               　   ２４７,８４１

県支出金　                    　   ６１,９２８

繰入金　                       　   ６４,９７８

その他　                               ３,２２０

（歳出）

医療諸費　                        ７６６,５９４

その他　                               ６,４０６

国民健康保険
１０億５，８００万円

（歳入）

国民健康保険税                  ３４０,２２１

国庫支出金                         ２７５,１３３ 

医療給付費交付金　                  １６８,１３１

共同事業交付金　                １９,５１５

繰入金　　　　　　             ９１,３５８

その他　　　　　　             ７３,６４２

（歳出）

保険給付費　                     ６６０,６６５

老人保健拠出金　

　　　　　　　                 １５５,０５７

共同事業交付金　               １９,５２９

介護納付金　           　　　 ７０,９１５

総務費　                              ３２,６８９

その他　                              ２９,１４５

介護保険
６億７，０００万円

（歳入）

繰入金          　                  １２９,９６３

支払基金交付金　                   １９１,１０９

国庫支出金　                     １４８,３２１

県支出金　                          ９３,１５１

保険料　                             １７,４３６

その他　                             　  ２０

（歳出）

保険給付費　                     ６１２,１８８

総務費                  　            ４１,８３１

地域支援事業費　                １１,１４７

財政安定化基金拠出金             ６２５

下水道事業
８億９，７００万円

（歳入）

分担金および負担金　           ２９,０００

使用料および手数料　                ３０,３５１

国庫支出金　                     ２６３,３５１

町債　                              ４１９,２００

繰入金　                            １２８,０００

繰越金　                             ２７,０００

その他　                                   ９８

（歳出）

下水道費　                          ８８,７２４

公債費　                              ８４,２７６

予備費　                               ４,０００

水道事業
　収益的収入　２億３，９００万円

　収益的支出　２億３，７００万円

（収益的収入）

営業収益　                         ２３４,１９２

営業外収益                                ４８

特別利益　                           ４,７６０

（収益的支出）

営業費用                             ２９,４３４

営業外費用           　            ２６,１１８

予備費                     　          １,４４８

（資本的収入）              　     ４４,４００

出資金                        　     ２０,０００

負担金                        　     ２１,８６０

国庫補助金                     　   ２,５００

固定資産売却代金             　　  ４０

（資本的支出）             　     １３５,４００

建設改良費　                       １３,５１１

企業債償還金                      ３１,８８８

国庫補助金返還金             　      １

業務の予定量

給水栓数　                        ４，２３４栓

年間総給水量           　１７９万８千逢

１日平均給水量              　４，９１２逢

特別会計・事業会計予算  

　
国
で
は
、
財
政
健
全
化

に
向
け
て
「
経
済
財
政
運

営
と
構
造
改
革
に
関
す
る

基
本
方
針
２
０
０
６
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付
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。
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成
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あ
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対
策
、
少
子
高
齢
化
へ

の
対
応
、
地
域
活
性
化
対

策
、
産
業
の
振
興
、
教
育
・

文
化
・
健
康
づ
く
り
、
国
際

化
・
情
報
化
施
策
そ
し
て

活
力
あ
る
災
害
に
強
い
安

全
で
安
心
な
「
ま
ち
づ
く

り
」
を
情
熱
を
も
っ
て
推

進
し
実
現
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　
明
和
町
長
　
恩
田
　
久

町
民
の
信
頼
に
応
え
る
「
元
気
の
出
る
」
ま
ち
づ
く
り

　
平
成
　
年
度
予
算
編
成
方
針

１９



（６）

 補助金のお知らせ
町では、次のとおり各種補助金を取り扱っています。該当になると思われるかたは、一度詳細を

担当課にご確認のうえ、早めに手続きを行ってください。



（７）広報めいわ　平成１９年４月１０日

平成１９年度  各種　



（８）

斗
合
田
　
伊
藤
　
道
男
（
再
）

下
江
黒
　
栗
原
　
三
郎
（
新
）

上
江
黒
　
多
田
　
竹
雄
（
新
）

千
津
井
　
山
岸
　
勝
美
（
新
）

江
　
口
　
新
井
登
志
雄
（
新
）

田
　
島
　
奈
良
　
英
世
（
再
）

南
大
島
　
蓮
見
　
行
男
（
新
）

新
　
里
　
瀬
下
　
　
進
（
再
）

中
　
谷
　
奈
良
　
　
繁
（
再
）

梅
　
原
　
神
谷
　
敏
吉
（
新
）

川
　
俣
　
竹
越
　
進
二
（
再
）

須
　
賀
　
荒
木
　
剛
一
（
新
）

大
　
輪
　
大
牧
　
　
豊
（
再
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
征
雄
（
再
）

矢
　
島
　
秋
野
　
正
雄
（
再
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
治
雄
（
新
）

斗
合
田
　
荒
川
　
　
保
（
再
）

下
江
黒
　
佐
藤
　
祐
司
（
新
）

上
江
黒
　
齋
藤
　
一
雄
（
新
）

千
津
井
　
横
塚
　
房
雄
（
新
）

江
　
口
　
飯
塚
　
正
弘
（
新
）

田
　
島
　
奈
良
　
勝
美
（
再
）

南
大
島
　
坂
上
　
光
弘
（
再
）

南
大
島
　
持
田
　
士
朗
（
新
）

新
　
里
　
久
保
庭
　
武
（
再
）

新
　
里
　
塩
ノ
谷
　
博
（
再
）

中
　
谷
　
坂
上
　
　
正
（
再
）

中
　
谷
　
志
賀
　
　
弘
（
新
）

梅
　
原
　
加
藤
　
繁
藏
（
新
）

川
　
俣
　
藤
野
　
昭
彦
（
再
）

須
　
賀
　
川
島
嘉
一
郎
（
新
）

大
　
輪
　
松
本
　
光
雄
（
新
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
　
清
（
再
）

矢
　
島
　
石
崎
　
孝
二
（
再
）

大
佐
貫
　
折
原
　
一
雄
（
新
）

斗
合
田
　
砂
賀
　
良
夫
（
再
）

下
江
黒
　
中
村
　
昭
一
（
新
）

上
江
黒
　
江
森
　
和
夫
（
再
）

千
津
井
　
橋
本
　
　
勲
（
新
）

江
　
口
　
多
田
　
和
正
（
再
）

田
　
島
　
北
島
　
　
勇
（
再
）

南
大
島
　
森
　
　
通
夫
（
新
）

新
　
里
　
細
田
　
寛
治
（
再
）

中
　
谷
　
長
瀬
　
　
隆
（
再
）

梅
　
原
　
長
谷
川
　
進
（
再
）

川
　
俣
　
石
崎
　
清
史
（
新
）

須
　
賀
　
田
口
　
昭
策
（
新
）

大
　
輪
　
金
子
　
利
男
（
新
）

入
ケ
谷
　
荒
井
　
泰
雄
（
再
）

矢
　
島
　
加
藤
　
邦
男
（
再
）

大
佐
貫
　
井
上
　
隆
二
（
新
）

斗
合
田
　
田
村
　
重
夫
（
再
）

下
江
黒
　
丸
山
　
　
勇
（
新
）

上
江
黒
　
福
島
　
国
男
（
再
）

千
津
井
　
峯
﨑
　
政
史
（
新
）

江
　
口
　
川
上
　
恵
司
（
再
）

田
　
島
　
矢
澤
　
春
中
（
再
）

南
大
島
　
斉
藤
　
行
雄
（
新
）

新
　
里
　
小
田
木
政
雄
（
再
）

中
　
谷
　
大
澤
　
秀
隆
（
新
）

梅
　
原
　
黒
澤
　
家
紹
（
再
）

川
　
俣
　
藤
野
　
泰
博
（
新
）

須
　
賀
　
半
沢
　
勝
永
（
新
）

大
　
輪
　
野
本
　
哲
治
（
新
）

入
ケ
谷
　
金
子
　
智
男
（
再
）

矢
　
島
　
泉
田
　
　
清
（
再
）

大
佐
貫
　
篠
木
　
八
郎
（
新
）

斗
合
田
　
栃
本
　
　
実
（
新
）

下
江
黒
　
中
村
　
　
晋
（
新
）

上
江
黒
　
石
橋
　
丈
弘
（
新
）

千
津
井
　
田
村
　
昌
弘
（
新
）

江
　
口
　
奥
澤
　
貞
雄
（
新
）

田
　
島
　
奈
良
　
政
彦
（
新
）

南
大
島
　
岡
安
真
佐
子
（
新
）

新
し
い
役
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

　
区
長
さ
ん
を
は
じ
め
と
し
た
平
成
　
年
度
の
新
役
員
さ
ん
が
決
ま
り
ま
し
た
。
元
気
の
出
る
、
明
る
く
住
み
良
い
ま
ち
づ

１９

く
り
の
た
め
に
ご
活
躍
い
た
だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
退
任
さ
れ
た
各
役
員
さ
ん
に
は
、
永
い
間
町

行
政
の
た
め
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

皆
さ
ん
と
町
の
パ
イ
プ
役

新
　
里
　
青
山
　
　
健
（
再
）

中
　
谷
　
菊
池
久
美
子
（
新
）

梅
　
原
　
柴
崎
　
眞
枝
（
新
）

川
　
俣
　
石
村
　
佳
夫
（
新
）

須
　
賀
　
河
原
　
章
雄
（
新
）

大
　
輪
　
松
本
　
光
正
（
新
）

入
ケ
谷
　
岩
﨑
　
光
宏
（
新
）

矢
　
島
　
石
川
美
智
信
（
新
）

大
佐
貫
　
山
岸
　
英
美
（
新
）

　
子
ど
も
会
育
成
会
連
絡
協
議
会

は
、
各
地
区
子
ど
も
会
長
の
他
　１４

人
の
本
部
役
員
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

   副
環
境
保
健
委
員

   区
　
 長

   環
境
保
健
委
員

   子
ど
も
会
育
成
会

   副
 区
 長

明和まつりの子ども 御輿 （昨年）
みこし

町の環境を守る環境保健委員さん



（９）広報めいわ　平成１９年４月１０日

■
本
部

団
　
長
　
島
田
高
志
　

副
団
長
　
大
牧
清
人

第
１
分
団

分
団
長
　
須
藤
　
武

副
分
団
長
　
木
村
　
一

第
１
班
班
長
　
増
田
　
正

団
　
員

▽
竹
澤
　
宏
　
▽
田
村
俊
紀

▽
増
田
友
和
　
▽
多
田
大
悟

▽
大
野
貴
裕
　
▽
照
内
博
之

▽
石
橋
純
一
　
▽
常
見
和
寿

▽
大
川
友
矢
　
▽
砂
賀
大
輔

▽
砂
賀
雅
彦
　
▽
小
林
正
和

▽
中
村
健
一

第
２
班
班
長
　
高
瀬
　
磨

団
　
員

▽
横
塚
正
行
　
▽
長
谷
川
篤
史

▽
奈
良
健
一
　
▽
高
橋
祥
容

▽
多
田
和
宏
　
▽
杉
山
浩
一

▽
小
島
　
修
　
▽
栗
原
貴
久

▽
奈
良
彰
記
　
▽
小
久
保
智
広

▽
野
本
寿
久
　
▽
秋
山
晃
司

▽
石
川
秀
和

第
２
分
団

分
団
長
　
吉
永
修
和

副
分
団
長
　
寺
内
健
一

第
１
班
班
長
　
平
井
　
学

団
　
員

▽
岡
安
英
治
　
▽
町
田
　
稔

▽
森
　
貴
之
　
▽
根
岸
　
浩

▽
竹
沢
　
奨
　
▽
荒
井
友
和

▽
小
林
大
士
　
▽
赤
坂
享
信

▽
江
森
正
輝
　
▽
島
田
照
康

▽
森
尻
政
仁
　
▽
高
瀬
陽
司

▽
村
田
和
雄

第
２
班
班
長
　
飯
島
一
馬

団
　
員

▽
吉
永
政
幸
　
▽
弓
削
泰
信

▽
柴
﨑
博
志
　
▽
猪
股
賢
一

▽
高
沢
政
己
　
▽
小
林
弘
樹

▽
江
森
孔
明
　
▽
青
木
俊
実

▽
神
谷
晃
一
　
▽
高
澤
明
浩

▽
野
中
英
二
　
▽
堀
口
雅
之

▽
太
田
雅
仁

第
３
分
団

分
団
長
　
古
橋
忠
雄

副
分
団
長
　
早
川
和
範

第
１
班
班
長
　
島
田
　
聡

団
　
員

▽
齋
藤
一
夫
　
▽
田
口
正
人

▽
中
村
隆
夫
　
▽
石
川
享
良
　

▽
原
口
将
信
　
▽
田
口
　
忍

▽
内
村
正
樹
　
▽
吉
本
和
浩

▽
松
本
幸
英
　
▽
尾
崎
宏
和

▽
薗
田
明
浩
　
▽
原
口
勝
行

▽
斉
藤
和
弘

第
２
班
班
長
　
篠
木
映
文

団
　
員

▽
田
口
寿
明
　
▽
照
内
健
司

▽
岩
﨑
光
宏
　
▽
篠
木
一
訓

▽
篠
木
　
清
　
▽
笹
野
　
正

▽
泉
田
幸
男
　
▽
石
﨑
　
仁

▽
井
上
正
樹
　
▽
織
田
洋
史

▽
石
崎
雅
一
　
▽
臼
井
修
一

▽
島
田
伸
隆

■
本
　
部

隊
　
長
　
長
沼
幸
代
　

副
隊
長
　
高
瀬
文
子

　
　
　
　
神
田
洋
子
　

書
　
記
　
小
松
原
恵
美
子
　

会
　
計
　
岩
崎
弘
子

監
　
事
　
尾
崎
小
夜
子

　
　
　
　
関
根
ゆ
か
り

地
区
隊
長

斗
合
田
　
岡
島
美
知
子

下
江
黒
　
増
田
照
代

上
江
黒
　
丸
山
と
み
枝

江
　
口
　
飯
塚
民
枝

田
　
島
　
高
瀬
英
子

南
大
島
　
小
松
原
恵
美
子

新
　
里
　
松
岡
真
澄
　

中
　
谷
　
成
田
匡
代

梅
　
原
　
鈴
木
秀
子

川
　
俣
　
五
十
嵐
優
子

大
　
輪
　
田
口
静
江

入
ケ
谷
　
金
子
宏
子

矢
　
島
　
梅
原
聡
子

大
佐
貫
　
島
田
晶
子

新
し
い
団
員
を
ご
紹
介
し
ま
す

私
た
ち
が
町
の
安
全
を
守
る

   明
和
消
防
団

   婦
人
消
防
隊

　
４
月
１
日
、
館
林
地
区
消
防
組
合
明
和
消
防
団
辞
令
交
付
式

が
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ
、
恩
田
町
長
（
副
管
理
者
）
か
ら
島
田

団
長
へ
、
ま
た
島
田
団
長
か
ら
、
７
人
の
昇
格
団
員
お
よ
び
　
人
３２

の
新
入
団
員
に
そ
れ
ぞ
れ
辞
令
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
団
の
構
成
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

恩田町長（副管理者）から辞令交付を受ける島田団長



（１０）

　
４
月
１
日
付
け
で
、
小
・
中
学

校
教
職
員
、
町
職
員
、
消
防
職
員

の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。

・
生
涯
学
習
課
は
中
央
公
民
館
に

移
転
し
ま
し
た
。

・
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
助

役
お
よ
び
収
入
役
が
副
町
長
お
よ

び
会
計
管
理
者（
一
般
職
）に
な
り

ま
し
た
。

・
企
画
課
に
工
業
開
発
推
進
室
が

新
ら
た
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

■
転
出
　
　
　（
　
）内
は
転
出
先

▽
東
小
教
諭
　
大
塚
淳
一
（
太
田

城
西
小
）▽
西
小
教
諭
　
飯
塚
節

子（
邑
楽
中
野
小
）▽
同
　
高
橋
美

佐
子
（
板
倉
南
小
）
▽
明
中
教
諭

山
本
純
子（
邑
楽
南
中
）▽
同
　
正

田
博
之（
板
倉
中
）▽
同
　
小
貫
宏

行（
館
林
多
々
良
中
）▽
同
　
鎌
田

直
樹（
太
田
南
中
）▽
同
　
小
山
靖

弘（
み
ど
り
市
東
中
）

■
転
入
　
　
　（
　
）内
は
前
任
校

▽
東
小
校
長
　
野
村
正
人
（
町
教

委
）▽
東
小
教
諭
　
大
野
明
美（
館

林
十
小
）▽
同
　
細
田
聖
子（
板
倉

西
小
）▽
西
小
教
諭
　
都
丸
ち
あ

き（
中
野
小
）▽
明
中
校
長
　
西
尾

廣
和（
千
代
田
東
小
）▽
西
小
教
諭

阿
部
光
一（
館
林
四
中
）▽
同
　
萩

原
和
美（
太
田
木
崎
中
）

■
転
補
　
　
　
　（
　
）は
前
任
校

▽
西
小
校
長
　
鑓
田
範
雄（
明
中
）

▽
明
中
教
諭
　
高
橋
秀
門（
西
小
）

■
新
採
用

▽
明
中
教
諭
　
早
川
桃
代
　

■
退
職

▽
島
田
ミ
サ
江（
東
小
校
長
）▽
岩

﨑
辰
行（
西
小
校
長
） ▽
関
口
恵

子（
東
小
教
諭
）▽
小
野
さ
お
り（
明

中
教
諭
）

　
　
　
　
　
　
　（
　
）内
は
前
職

【
町
長
等
部
局
】

■
課
長

▽
税
務
課
長
　
田
口
久
夫
（
学
校

教
育
課
長
）▽
企
画
課
長
　
篠
木
眞

一
郎
（
総
務
課
課
長
補
佐
兼
財
政

防
災
係
長
）
＝
昇
任
▽
住
民
課
長

須
永
賢
一
（
環
境
課
長
兼
交
通
防

犯
係
長
事
務
取
扱
）
▽
環
境
課
長

兼
交
通
防
犯
係
長
事
務
取
扱

吉
永
清
重
（
企
画
課
長
）
▽
会
計

管
理
者
兼
出
納
係
長
事
務
取
扱

谷
津
弘
江（
出
納
係
長
）＝
昇
任

■
課
長
補
佐

▽
保
健
福
祉
課
課
長
補
佐
兼
福

祉
係
長
　
北
島
　
充
（
保
健
福

祉
課
課
長
補
佐
兼
高
齢
福
祉
係

長
）
▽
経
済
課
課
長
補
佐
兼
商

工
係
長
　
立
岡
清
孝
（
経
済
課

課
長
補
佐
兼
明
和
町
商
工
会
派

遣
）

■
係
長

▽
総
務
課
財
政
防
災
係
長
　
立
川

明
浩（
税
務
課
住
民
税
係
長
）▽
税

務
課
住
民
税
係
長
　
小
林
雄
司

（
住
民
課
住
民
係
長
）▽
企
画
課
企

画
調
整
係
長
　
小
平
健
一
（
企
画

課
広
報
係
長
）▽
企
画
課
広
報
情

報
政
策
係
長
　
吉
田
博
之
（
総
務

課
情
報
処
理
係
長
）
▽
企
画
課
工

業
開
発
推
進
室
調
査
係
長
　
島
田

欣
重（
企
画
課
企
画
調
整
係
長
）▽

企
画
課
工
業
開
発
推
進
室
用
地
係

長
　
細
田
祥
子（
経
済
課
係
長
代

理
）＝
昇
任
▽
住
民
課
住
民
係
長

始
澤
　
稔（
保
健
福
祉
課
保
健
福

祉
係
長
）▽
保
健
福
祉
課
保
健
係

長
　
蓮
見
幸
夫（
保
健
福
祉
課
児

童
福
祉
係
長
）▽
都
市
建
設
課
都

市
計
画
係
長
　
篠
木
加
仁
（
都
市

建
設
課
主
査
）＝
昇
任
▽
水
道
課

下
水
道
管
理
係
長
　
落
合
康
秀

（
水
道
課
下
水
道
係
長
）▽
水
道
課

下
水
道
工
務
係
長
　
柿
沼
憲
行

（
水
道
課
係
長
代
理
）＝
昇
任
▽
農

業
委
員
会
事
務
局
係
長
　
柿
沼
康

修（
農
業
委
員
会
事
務
局
係
長
代

理
）＝
昇
任

■
一
般
職

▽
保
健
福
祉
課
係
長
代
理
　
高
瀬

静
子（
保
健
福
祉
課
主
査
）＝
昇
任

▽
総
務
課
主
査
　
福
田
和
寿
（
税

務
課
主
査
）
▽
税
務
課
主
任
　
野

本
裕
子
（
住
民
課
主
任
）▽
税
務
課

主
査
　
田
口
明
利（
水
道
課
主
査
）

▽
住
民
課
主
任
　
増
田
恭
子
（
都

市
建
設
課
主
任
）
▽
住
民
課
主

査
　
村
田
安
正
（
税
務
課
主
査
）

▽
保
健
福
祉
課
主
任
　
本
澤
浩

代
（
住
民
課
主
任
）
▽
環
境
課
主

任
　
砂
賀
大
輔
（
水
道
課
主
事
）

＝
昇
任
▽
水
道
課
主
査
  須
藤
 武

（
環
境
課
主
査
）

【
教
育
委
員
会
部
局
】

■
課
長

▽
学
校
教
育
課
長
兼
学
校
教
育
係

長
事
務
取
扱
　
藤
江
利
久
（
中
央

公
民
館
館
長
）＝
昇
任

■
係
長

▽
学
校
教
育
課
学
校
指
導
係
長

奈
良
英
雄
（
生
涯
学
習
課
社
会
体

育
係
長
）
▽
学
校
教
育
課
係
長
（
給

食
セ
ン
タ
ー
所
長
）渡
辺
一
弘（
学

校
教
育
課
主
査
）
＝
昇
任
▽
生

涯
学
習
課
社
会
体
育
係
長
　
荻
野

康
男
（
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係

長
）

■
一
般
職

▽
学
校
教
育
課
主
査
（
明
和
こ
ど

も
園
）
田
端
佐
知
子（
板
倉
町
研
修

派
遣
）▽
生
涯
学
習
課
係
長
代
理

宮
田
高
志
（
学
校
教
育
課
主
査
）

■
新
採
用

▽
総
務
課
主
事
補
　
新
井
絢
子
　

▽
水
道
課
主
事
補
　
島
田
伸
隆
　

▽
出
納
係
主
事
補
　
松
島
輝
二

■
退
職

▽
堀
口
正
敏
（
収
入
役
職
務
代
理

者
兼
税
務
課
長
）▽
川
島
嘉
一
郎

（
住
民
課
長
）
▽
野
村
正
人
（
学
校

教
育
課
課
長
補
佐
兼
学
校
指
導
係

長
）
▽
川
島
徳
子（
保
健
福
祉
課
主

査
）
▽
大
川
友
矢
（
総
務
課
主
任
）

▽
川
村
豊
子
（
学
校
教
育
課
明
和

こ
ど
も
園
園
長
代
理
）
板
倉
保
育

園
へ

■
転
出
　
　
　
　（
　
）内
は
転
出
先

▽
消
防
第
１
係
　
片
山
　
勲（
板
倉
）

▽
同
　
小
島
好
広
、小
林
一
貴（
館
林

本
）▽
消
防
第
２
係
長
　
森
田
茂

（
板
倉
）▽
同
係
　
江
原
洋
正
（
板

倉
）▽
同
　
岡
野
南
平（
館
林
北
）

■
転
入
　
　
　
　（
　
）内
は
前
任
署

▽
同
　
井
汲
久
司（
板
倉
）▽
同
　
辻

学（
邑
楽
）▽
消
防
第
２
係
長
　
橋
本

富
男（
館
林
本
）▽
同
係
　
福
島
公
男

（
板
倉
）▽
飯
島
孝
宣（
館
林
北
）

■
新
採
用

▽
消
防
第
２
係
　
笠
原
征
爾

　
４
月
１
日
付
け
、
職
員
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た

   教
 職
 員

   町
 職
 員

   消
 防
 職
 員



（１１）広報めいわ　平成１９年４月１０日

　
町
が
平
成
　
年
６
月
か
ら
進
め

１８

て
き
た
明
和
中
学
校
屋
内
運
動
場

改
築
工
事
が
完
了
し
、
３
月
９
日

に
恩
田
町
長
ら
関
係
者
約
　
人
が

７０

出
席
し
て
竣
工
式
が
同
会
場
で
開

か
れ
ま
し
た
。

　
恩
田
町
長
は
「
生
徒
の
体
力
向

上
と
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ
く
り

や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
、

計
り
知
れ
な
い
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

　
式
で
は
中
学
２
年
生
に
よ
る
合

唱
が
行
わ
れ
、
代
表
し
て
本
澤
勇

樹
さ
ん
が
「
す
ば
ら
し
い
施
設
を

大
切
に
し
て
、
楽
し
い
思
い
出
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
」
と
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　
こ
の
運
動
場
は
、
球
技
等
体
育

実
技
に
、
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ

う
天
井
高
や
広
さ
を
十
分
確
保
し

た
ほ
か
、
武
道
場
、
卓
球
場
を
併

せ
持
っ
た
施
設
で
、
人
に
優
し
い

温
も
り
の
あ
る
木
材
を
数
多
く
使

用
し
た
り
、
太
陽
光
発
電
を
導
入

す
る
な
ど
環
境
と
人
に
や
さ
し
い

広
く
快
適
な
施
設
で
す
。

纂
施
設
の
概
要

名
称
　
明
和
中
学
校
屋
内
運
動
場

場
所
　
新
里
２
９
８
番
地
１

構
造
　
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
　

平
屋
建
（
一
部
２
階
）
ス
テ
ン
レ

ス
葺

面
積
　
２
５
５
３
・
　
愛
９２

施
設
内
容
　

体
育
室
（
ア
リ
ー
ナ
　
面
積
１
２

６
７
・
　
愛
）

２０

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
コ
ー
ト
２
面

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
６
面

武
道
場
（
柔
・
剣
道
場
面
積
　
４

０
５
愛
）
柔
道
場
１
面
、
剣
道
場

１
面

卓
球
場
、
器
具
庫
、
会
議
室
、
ト

イ
レ
（
身
障
者
用
を
含
む
）
等

総
事
業
費
　
約
５
億
７
９
０
２
万

円

　
生
徒
の
体
力
向
上
と
 生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
施
設
に

待
望
の
明
和
中
学
校
屋
内
運
動
場
が
完
成

お礼の言葉を述べる本澤勇樹さん

木材をふんだんに使用し温もりのある屋内運動場

完成を祝った竣工式屋内運動場体育室側玄関



（１２）

　
町
で
は
、
広
報
広
聴
活
動
に
住

民
の
声
を
反
映
さ
せ
よ
う
と
、
平

成
　
年
２
月
　
日
に
公
募
に
よ
る

１８

１９

　
人
の
委
員
で
発
足
。
月
１
回
の

１７ペ
ー
ス
で
会
議
を
行
い
、
全
　
回
、

２１

１
年
２
か
月
に
わ
た
り
、
町
の
広

報
広
聴
制
度
の
検
証
・
検
討
を
重

ね
て
き
た
も
の
で
す
。

　
提
言
書
の
内
容
は
「
あ
る
べ
き

広
報
広
聴
活
動
の
姿
」「
広
報
事
業

の
課
題
と
今
後
の
必
要
な
取
り
組

み
」「
広
聴
事
業
の
課
題
と
今
後
の

必
要
な
取
り
組
み
」「
職
員
の
認

識
」「
新
た
な
町
民
参
加
の
広
報
広

聴
の
実
現
に
向
け
て
」
の
大
き
く

５
つ
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
で
現
状
に
つ
い
て
と
今
後
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
作
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
回
、
Ａ
４
版
　
ペ
ー
ジ
に
お

１７

よ
ぶ
提
言
書
を
す
べ
て
掲
載
で
き

ま
せ
ん
の
で
提
言
書
の
「
は
じ
め

に
」
と
「
新
た
な
町
民
参
加
の
広

報
広
聴
の
実
現
に
向
け
て
」
の
項

目
を
掲
載
し
ま
す
。

～
は
じ
め
に
～

　
広
報
広
聴
研
究
会
で
は
、
町
で

行
わ
れ
て
い
る
現
行
の
広
報
・
広

聴
制
度
を
検
証
す
る
と
と
も
に
時

代
の
変
化
に
対
応
し
た
、
新
た
な

町
民
参
加
（
テ
ー
マ
や
対
象
者
を

限
定
し
な
い
広
報
広
聴
制
度
）
や

仕
組
み
づ
く
り
つ
い
て
検
証
し
ま

し
た
。

　
検
証
に
あ
た
っ
て
　
人
の
委
員

１７

に
よ
り
町
独
自
の
広
報
・
広
聴
制

度
を
目
指
し
、
町
民
お
よ
び
職
員

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
（
広
報

め
い
わ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
利

用
）
企
画
課
や
県
庁
広
報
課
へ
の

視
察
、
網
の
目
ト
ー
ク
を
開
催
し

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
協
議
を
行

い
、
広
報
広
聴
に
対
す
る
意
見
収

集
と
分
析
を
行
い
今
後
の
町
の
広

報
広
聴
に
つ
い
て
検
討
・
研
究
を

重
ね
た
も
の
で
す
。
今
後
は
よ
り

良
い
広
報
広
聴
活
動
へ
反
映
で
き

る
よ
う
実
施
に
向
け
て
要
望
し
提

言
と
い
た
し
ま
す
。

＝
＝
中
略
＝
＝

新
た
な
町
民
参
加
の
広
報
広
聴
の

実
現
に
向
け
て

茨
町
民
リ
ポ
ー
タ
ー
制
度

　
町
民
に
よ
り
親
し
ま
れ
る
広
報

紙
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
、
公

募
に
よ
る
リ
ポ
ー
タ
ー
が
、
自
ら

の
企
画
と
取
材
で
執
筆
活
動
を
行

う
制
度
。

芋
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

　
今
日
で
は
、
多
く
の
自
治
体
が

導
入
し
て
い
る
手
法
で
、
行
政
が

策
定
し
た
政
策
案
を
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
窓
口
、
新
聞
、
雑
誌
、
広
報

誌
等
の
媒
体
を
と
お
し
て
住
民
に

公
表
し
、
意
見
等
を
募
集
す
る
制

度
で
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
取
り

入
れ
る
べ
き
も
の
と
取
り
入
れ
ら

れ
な
い
も
の
に
分
け
、
そ
れ
に
対

す
る
行
政
の
考
え
方
と
、
提
出
さ

れ
た
意
見
等
を
、
併
せ
て
公
表
し
、

そ
の
後
で
最
終
的
な
決
定
を
す
る

制
度

明
和
の
広
報
広
聴
は
こ
う
し
よ
う

　
　
広
報
広
聴
研
究
会
の
提
言
書
が
ま
と
ま
る

　
３
月
　
日
、
役
場
会
議
室
で
町
長
ほ
か
関
係
課
・
局
長
の
出
席
の
も
と
、
町
広
報
広
聴
研
究
会
の
報
告
会
が

20

行
わ
れ
、
新
た
な
町
民
参
加
の
広
報
広
聴
の
実
現
に
向
け
て
研
究
し
て
き
た
内
容
を
報
告
し
、
高
橋
会
長
か
ら

恩
田
町
長
に
提
言
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
提
言
書
（
抜
粋
）

恩田町長に提言書を手渡す高橋会長と小平副会長（左から）

研究会の活動のようす



　  環境課　　   　　　　　　　　　内線１６２

（１３）広報めいわ　平成１９年４月１０日

　４月から、「廃食用油」「ペットボトルの

ふた」「蛍光管」「一升瓶・ビール瓶」の収

集を始めました。　ごみの分別は、これ以

上ごみを増やさないために、資源として

回収しています。捨ててしまえばただの

「ごみ」。分別すれば貴重な資源になりま

すので、皆さんも分別収集にご協力くだ

さい。

　廃食用油
◇持込方法　容器に移してこぼれないよ

うにしてお持ち込みください

◇日時　日・月・水・金曜日（原則）　午

前９時～午後１時

◇場所　旧役場庁舎北側収集場所

　ペットボトルのふた
◇持込方法　ペット

　ボトルと分けてふ

　ただけにしてくだ

　さい

◇日時　第２日曜日

　（原則）　午前９時

　～正午

◇場所　各行政区の分別収集場所

※廃食用油と同様に旧役場庁舎北側収集

場所で受け付けています。

　蛍光管
◇持込方法　蛍光管

だけにして割れな

いように注意して

お持ち込みくださ

い

◇日時　第３日曜日

（原則）

　午前９時～正午

◇場所　各行政区の分別収集場所

　一升瓶、ビール瓶
◇持込方法　瓶はいずれも洗って、一升

瓶はふたをつけてお持ち込みください。

※農薬等を保管していた場合は、お持ち

込みの際に環境保健委員にお伝えくださ

い。

◇日時　第３日曜日（原則）　午前９時～

正午

◇場所　各行政区の分別収集場所

鰯
広
報
広
聴
主
任
者
制
度

　
町
民
と
行
政
が
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に「
情
報
の
共
有

化
」は
不
可
欠
で
あ
り
、行
政
か
ら

の
情
報
提
供
、情
報
公
開
と
住
民

か
ら
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
、明
確
化

が
協
調
し
あ
っ
て
こ
そ
、よ
り
よ

い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。行
政
の
中
で
は
広
報
広
聴

活
動
は
ま
さ
に
中
核
と
い
え
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
統
括
す
る
課

の
拡
充
、
責
任
を
持
つ
体
制
づ
く

り
が
前
提
で
あ
り
、
広
報
広
聴
主

任
者
制
度
に
よ
り
「
広
報
」「
広
聴
」

の
役
割
等
を
強
化
す
る
た
め
に
、

広
報
広
聴
主
任
者
を
対
象
と
し
た

定
期
的
な
研
修
を
実
施
し
、
情
報

が
課
内
・
庁
内
・
町
民
を
素
通
り

し
な
い
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
要

で
す
。

允
町
・
職
員
研
修

　
町
の
政
策
や
施
策
の
企
画
立
案

に
町
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
意

見
・
提
言
を
反
映
さ
せ
て
い
く
こ

と
が
こ
れ
か
ら
の
「
町
民
協
働
型

行
政
」
に
重
要
で
す
。
ま
ず
は
、

町
民
と
職
員
が
広
報
広
聴
制
度
や

協
働
、
政
策
形
成
な
ど
に
つ
い
て

研
修
を
定
期
的
に
行
う
。
ま
た
、

庁
内
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度

等
も
必
要
で
す
が
、
現
状
の
問
題

点
を
明
確
に
し
て
新
た
な
方
法
も

検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

印
広
聴
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
広
聴
活
動
を
一
つ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
と
考
え
、
イ
ベ
ン
ト
時
に

で
き
る
だ
け
多
く
の
人
か
ら
意
見

等
を
聴
取
す
る
活
動
を
行
い
、
全

職
員
と
町
民
と
の
対
話
を
行
う
事

業
な
ど
を
定
期
的
に
行
う
な
ど
し

て
、
対
話
の
機
会
を
設
け
て
積
極

的
に
広
聴
活
動
を
行
う
こ
と
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

咽
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　
多
く
の
自
治
体
が
実
施
し
て
い

る
調
査
広
聴
の
代
表
的
な
活
動
で

す
。
今
日
で
は
、
調
査
用
紙
に
回

答
す
る
調
査
に
加
え
て
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
調
査
を
実
施
す
る
ケ
ー
ス

も
あ
り
ま
す
が
、
全
町
民
を
対
象

に
し
た
場
合
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
馴
染
ま
な
い
高
齢
者
な
ど
が

含
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
調
査
用
紙

に
よ
る
調
査
が
主
流
を
占
め
て
い

ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
、
頻

度
ま
た
は
、
配
布
の
方
法
に
関
し

て
も
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
町
役
場
の

サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
る
た
め

「
お
客
様
ア
ン
ケ
ー
ト
」
な
ど
、
あ

ら
ゆ
る
場
所
で
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

す
る
。

員
広
聴
条
例
の
制
定

　
行
政
が
制
定
す
る
条
例
は
、
数

多
く
あ
り
ま
す
が
、
広
聴
に
関
し

て
は
皆
無
に
等
し
い
で
す
。
自
治

体
に
よ
っ
て
は
「
住
民
参
加
条
例
」

な
ど
の
中
で
多
少
広
聴
に
触
れ
て

い
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、
広

聴
と
銘
打
っ
た
も
の
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
。
企
画
立
案
に
当
た
っ

て
公
募
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
、

町
民
か
ら
意
見
・
要
望
な
ど
を
募

り
、
政
策
づ
く
り
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
る
と
、
参
加
者

や
意
見
者
に
隔
た
り
が
見
ら
れ
る

こ
と
や
、
庁
内
で
も
課
局
に
よ
っ

て
町
民
参
加
す
る
温
度
差
が
あ
る

状
況
が
問
題
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
条
例
の
統
一
的

な
運
用
を
図
る
た
め
、
町
民
広
聴

条
例
を
制
定
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　
～
以
上
提
言
書
か
ら

　
今
後
、
町
で
は
提
言
書
を
尊
重

し
、
町
民
と
行
政
が
情
報
を
共
有

化
し
、
互
い
に
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
深
め
、
ま
ち
づ
く
り
に

取
り
組
め
る
よ
う
、
新
た
な
町
民

参
加
の
広
報
広
聴
に
向
け
て
役
立

て
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
提
言
書
は
企
画
課
で
ご

覧
に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

閲
覧
希
望
の
か
た
は
、
企
画
課
ま

で
直
接
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

新たに分別収集

品目が増えました



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　町のイベントや地域の話題を紹介するコーナーです。

（１４）

　３月２２日、こども園で修了式が開

かれ、９０人の園児たちが、楽しい園

生活の思い出を胸に巣立っていきま

した。

　この修了式は、昨年４月から幼稚

園と保育園を一元化した「こども園」

がスタートして初めての修了式とな

ります。

　室井園長は「４月から皆さんは、小

学生になります。こども園で習った

ことを大切にして、しっかりと勉強

や運動に頑張ってください」と式辞

を述べました。

　式では、年中児と修了児による歌

が元気よく披露され、保護者は、頼

もしく成長した我が子の姿に感激し

たようすでした。また、修了児退場

の際に、園児から保護者にお礼のお

花が贈られました。

成長した姿を披露
こども園修了式

１１５人の生徒が巣立つ
明和中学校卒業式

　３月１３日、明和中学校の卒業式が新体育館で

行われ、１１５人の生徒は３年間の思い出を胸に、新

しい生活に向かってスタートしました。

　鑓田校長は「どんな状況になっても夢を諦めず

追い続けてください」と卒業生を激励。卒業生た

ちは、恩師や父母、在校生にあたたかく見送られ

て、それぞれの道へと巣立っていきました。



PhotoTT

（１５）広報めいわ　平成１９年４月１０日

OPICSOPICSPhoto

親子で楽しいひとときを
子育て支援センター

　 ３月１４日、子育て支援センターでアコーディオ

ンミニコンサートが開かれました。

　このコンサートは講師に坂上眞津美さんを迎えて、

親子で一緒に音楽を楽しもうと開かれました。

　演奏曲は、子どもたちに人気のアニメソングを中心

にペープサートも交えながら１１曲を演奏。参加した

約５０組の親子は楽しいひとときを過ごしました。

親子のふれあいベビー

マッサージ教室開催

　３月２０日、保健センター

で、ベビーマッサージ教室

が開かれ、２０組の親子が

参加して親子のふれあいを

深めました。

筋力を鍛えて元気な身体を
地域包括支援センター健康講座

　地域包括支援センターは３月１６日、中央公民館で

膝痛・腰痛予防教室を開きました。

　この講座は、講師に阿部恵美子（羽生総合病院理

学療法士）さんを迎え、高齢者のかたが要介護にな

らないように生活の中で簡単にできる筋力アップ

体操を紹介。参加者約７０人は、講師の指導のもと

に筋力アップ体操を学びました。
明和分署の新庁舎完成

を祝い開署式

　３月９日、館林地区消防

組合はこのほど新しく完

成した明和分署新庁舎で、

関係者９０人が参加して開

署式が行われました。

郡親善ミセスバレー

ボール大会開催

　３月１８日、社会体育館で、

郡ミセスバレーボール大会

が開かれ町から出場した

クィーンズが熱戦を制し、

Ａブロック優勝しました。

　３月１９日、第１回町議会定例会で町
教育委員会委員に、新たに岩﨑辰行 さ

ん（館林市）を任命することが同意され

ました。

町教育委員会委員に
　　岩﨑辰行さん

　４月１日付けで、鯉沼さん（大佐貫）が
総務大臣から行政相談委員に委嘱（再

任）されました。

　国の業務や町が国から委任を受けて

行っている業務の苦情などの相談を受

けますのでお気軽にご相談ください。

行政相談委員に　　　
鯉沼哲雄さん

【問】保健福祉課　　　　　　　　　　　　　　　緯（８４）３１１３



中央公民館、社会体育館、海洋センター、ふるさと産業文化館・図書館の情報や話題を紹介するコーナーです。

B kOO
      図 書 館 情 報

●開館時間

　午前９時３０分～午後６時１５分

●ご利用方法

・本や視聴覚資料を借りるときは  

　図書利用カードが必要です。

・この利用カードは他人に貸さな

　いで、大切にしてください。

・この利用カードを無くしたかた、

　拾ったかた、住所や電話番号が

　変わったかたはお知らせくださ

　い。

【問】図書館　緯(８４)５５５５

なかま

（１６）

【図書館からのお知らせ】

郷土資料の収集にご協力を
　図書館では、貴重な郷土資料の分散・消失防止のため収集を行っています。

郷土に関する資料をお持ちのかたは、ぜひ、ご協力をお願いします。

　郷土資料は、地域の貴重な財産です。資料を大切に保管し後世に残すため

に、皆様の寄贈・情報提供をお待ちしています。

（郷土資料の寄贈については随時図書館で受け付けています）

※詳しくは、図書館またはふるさと産業文化館へお問い合わせください。

児　　童　　書　　一　　般　　書　　

順位
分類タ　イ　ト　ル・著　者分類タ　イ　ト　ル・著　者

絵本
かあさんから生まれたんだよ

内田麟太郎／著
エッセイ

鈍感力
渡辺淳一／著

１位

生物
写真でビックリ！目に見えないこわ～い虫たち

スティーブ・パーカー／著
小説

夢を与える
綿谷りさ／著

２位

スポーツ
卓球

こどもくらぶ／著

大衆
演芸

どん底
そのまんま東／著

３位

日本
文学

銀太捕物帳お江戸のかぐや姫
那須正幹／著

占い
風水の間取りとインテリア

　直居由美里／著
４位

外国
文学

デモナータ　４幕
ダレン・シャン／著

園芸
１年中咲き続けるガーデニング大図鑑

井上眞知子／著
５位

今月のおすすめランキング

「なかま」は町内で活動しているサー

クル・団体を紹介しています。

明和レスリングクラブ

 代表　篠木弘樹　

明和レスリングクラブ

　
レ
ス
リ
ン
グ
は
格
闘
技
の
み
な

ら
ず
、
す
べ
て
の
ス
ポ
ー
ツ
の
基
礎

に
な
る
柔
軟
性
や
持
久
力
を
伸
ば

す
、
基
礎
体
力
の
向
上
に
つ
な
が
り

ま
す
。

　
ま
た
、
レ
ス
リ
ン
グ
を
通
し
て
い

ろ
い
ろ
な
人
と
ふ
れ
あ
う
う
ち
に
、

あ
い
さ
つ
や
礼
儀
が
身
に
付
き
ま

す
。
ぜ
ひ
一
度
見
学
に
き
て
く
だ

さ
い
。

【活動】　毎週火・土曜日が練習日で
（火曜日は、午後６時～午後８時まで、
土曜日は、午後４時～午後６時まで）
西小学校旧体育館で練習しています。
（３歳から募集中です）

 土 金 木 水 火 月 日

  5  4  3  2  1    

 12 11 10  9  8  7  6

 19 18 17 16 15 14 13

 26 25 24 23 22 21 20

   31 30 29 28 27

　　　　　　は休館日

５月ごよみ



Event
Book
News
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まなびの掲示板

E tven

（１７）広報めいわ　平成１９年４月１０日

公民館まつり

取り組んできた学習成果を発表

　１年間の学習成果を発表する「公民

館まつり」が３月３日・４日の２日間、

中央公民館で開かれました。

　会場は家族画、書き初め、自主グ

ループや公民館主催講座などの団体

が３７６点の作品を展示。芸能発表は、

カラオケ団体や文化協会等によるカラ

オケや舞踊など、４３演目が披露され

大勢の来館者であふれていました。

　また、ふるさと産業文化館では「Ｇ

ファイブショー」や、各小・中学校の図

書委員による「たのしい本の発表会」が

開かれ、ちびっ子たちで賑わいました。

ふるさと産業文化館での読み聞かせ

ス
ポ
ー
ツ
結
果

　
　
　
　
　
　
　
　（
敬
称
略
）

模擬店ではお菓子を販売

展示作品に見いる来場者

動物とのふれあいを講演する畑さん

町民文化大学教養講座

動物の心が知りたい

　３月２４日、ふるさと産業文化館

で町民文化大学教養講座が開かれ、

畑正憲さんを講師に迎えて「ムツ

ゴロウ大いに語る」と題して講演

が行われました。

　動物の心が知りたかった思いか

ら、この世界にのめり込んだという

畑さん。今までに出会った動物と

の心あたたまる交流を、時折鳴き

声などを披露して、楽しく講演。

　受講生の皆さんは、畑さんが話

すいろいろな動物とのふれあい話

に、聞き入っていました。

迫力ある和太鼓を披露する皆さん

　
３
月
　
日
、
第
９
回
剣
道
大
会

１１

が
、
社
会
体
育
館
で
開
か
れ
、
明

和
町
か
ら
、
次
の
か
た
が
た
が
入
賞

し
ま
し
た
。

□
小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

優
　
勝
　
篠
原
美
貴

□
高
校
・
一
般
の
部
（
２
段
以
下
）

３
　
位
　
吉
田
秀
貴

□
高
校
・
一
般
の
部
（
３
段
以
上
）

準
優
勝
　
佐
山
拓
也

第
９
回
明
和
町
剣
道
大
会

第
４
回
協
会
杯
　
　
　
　
  

   グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

優
　
勝
　
川
村
ナ
ツ
子
　
　
　
打
５６

準
優
勝
　
高
木
淳
隆
　
　
　
　
打
５９

３
　
位
　
川
村
　
登
　
　
　
　
打
６１

優
　
勝
　
明
和
ク
ラ
ブ

準
優
勝
　
ク
ィ
ー
ン
ズ

第
　
回
協
会
杯
争
奪
　
　
  

２２
　
　
　
 バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会



（１８）

　　こども園 

　　　　　「５歳児」の作品を紹介

美術館

No,１５

地区　矢島　星座　いて座　血液型　Ｏ型

仕事　学生　趣味　読書

　（２０歳）さん泉田 知宏 
と も ひ ろ

町への一言　
　夜間の駅前が暗くて危険だと思いますので、な
んとかしていただきたいです。また中学校に立派
な体育館が完成しましたので有効活用してほしい
です。

ちゃんくん

３歳５か月　下江黒
Ｈ１５年１１月７日生まれ

　森　 天音 
あ ま ね

天 使 のような笑顔で

人の気持ちのわかる

優しい女の子になって

ね。

３歳２か月　中谷
Ｈ１６年１月１５日生まれ

ボールを使うのが と

て も 上 手 な 大 く ん。

将 来 は カッコイイス

ポーツ選手になれる

といいね！

（康仁・めぐみさんより）

　関根 大就 
ひ ろ な り

（日宣・さとみさんより）

左から高橋 杏佳 ちゃん中嶋
き ょ う か

 大翔 くん奈良原るなちゃん
ひ ろ と

左から森尻 有紗 ちゃん藤家
あ り さ

 竜也 くん長谷川
た つ や

 翔太 くん手塚
し ょ う た

 絢理 ちゃん
あ や り

テーマ　希望の春



ぶ

げ

ん

い

（１９）広報めいわ　平成１９年４月１０日

（
敬
称
略
）

田
芝
支
部

北
風
に
 煽
 ら
れ
て
飛
ぶ
も
ま
ま
な
ら
ぬ

あ

お

 百
舌
 

も

ず

は
冬
 樹
 に
寄
り
て
髙
鳴
く

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
村
　
艶
子

香
ば
し
き
香
を
漂
わ
す
早
春
の
か
き
菜
の

 胡
麻
 合
え
祖
母
の
味
す
る
　
　
　
　
　
　
　

ご

ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
瀬
下
　
一
江

枯
草
の
土
手
に
 蓬
 を
つ
み
お
れ
ば
う
ら
ら

よ
も
ぎ

 陽
 
ひ

に
池
の
さ
ざ
な
み
光
る
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
礒
川
　
千
秋

友
が
指
す
大
き
ケ
ヤ
キ
に
大
空
の
あ
お
に
な

じ
み
て
春
は
来
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
木
　
よ
し

暖
冬
に
白
鳥
は
や
去
り
城
沼
の
沼
 面
 の
夕
陽

も

 過
 ぎ
る
は
鴨
の
み

よ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
砂
賀
久
美
子

 蕗
 の

ふ

き

 薹
 つ
ま
ん
と
朝
早
く
急
ぎ
し
が
夕
べ
の

と
う

う
ち
に
残
ら
ず
取
ら
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
村
　
初
枝

　　明和町も人事異動があるのですか。あるとすれば近隣自治体のよう
　にグループ制になるのでしょうか。また、先日、役場でいじめの回答

　が掲示されていましたが、給食費の未納はどうなっているのでしょう

か？給食費のことだけでなく、世間で騒がれていることを、なぜ広報紙でとりあ

げないのですか？　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中谷　男性）
　　　　　

　　ご質問のありました人事異動についてですが、毎年実施しておりま

　す。今回は、特別職である収入役の廃止、係の統廃合に伴う事務分担

　の見直し、工業団地造成における推進担当の設置を含めて実施しまし

た。また、グループ制になるのかと言うご質問ですが、１９年度では考えていません。

　近隣の自治体では、グループ制を採用し一定の成果も上げています。一般的に

「機構改革は、職員の意識改革の特効薬」という説もあり、本町もその必要性を認

めています。しかしながら、町民にわかりずらい、責任の所在が 曖昧 になるなど
あ い ま い

の弊害が出て係制に戻している自治体もあります。このようなことから、本町に

ついては、町民が利益を受けるような組織を目指し、現在検討中ですので、もう

しばらく時間をいただきたいと思います。

　給食費の未納は明和はどうなっているのかと言うご質問ですが、１７年度は、未

納者はおりませんでした。１８年度につきましては、現在、数名の未納者がいます

が、会計年度末（５月）までには、未納をなくすべく学校教職員と学校給食セン

ター等で連携して取り組んでいるところです。

　今後は、地域の問題などや生活に密着した情報を提供していきたいと考えてい

ます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（総務課・学校教育課）
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（２０）

明和町役場　緯（８４）３１１１

保健福祉課　緯（８４）３１１３

学校教育課　緯（８４）３１１５

生涯学習課　緯（８４）４４９１

　
町
民
の
皆
さ
ん
と
町
長
が
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
直
接
意
見
交
換

を
行
い
、
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

□
期
日
　
町
民
の
希
望
す
る
日

※
た
だ
し
、
日
曜
日
は
除
く
。

□
時
間
　
町
民
の
希
望
す
る
時
間

（
午
前
８
時
　
分
か
ら
午
後
９

３０

時
の
間
で
１
時
間
　
分
程
度
）

３０

□
場
所
　
町
内
の
公
共
施
設
（
申

込
者
が
設
定
）

□
申
込
資
格
　
町
内
在
住
の
か
た

で
概
ね
　
人
以
上
の
団
体
・
グ

１０

ル
ー
プ

□
申
込
方
法
　
企
画
課
へ
直
接
、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
（
開

催
希
望
日
の
　
日
前
ま
で
に
申

１４

込
）

【
問
】
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

　
国
民
健
康
保
険
加
入
者
を
対
象

に
、
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
を
助
成

し
ま
す
。
自
分
が
健
康
だ
と
感
じ

て
い
る
と
き
か
ら
、
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
生
活

習
慣
病
は
長
い
間
、
病
気
の
進
行

に
気
付
か
な
い
例
が
多
く
あ
り
ま

す
。
年
に
一
度
は
、
検
診
を
受
け

自
分
の
体
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ

う
。
人
間
ド
ッ
ク
を
実
施
し
て
い

る
医
療
機
関
な
ら
ど
こ
で
も
検
診

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
期
間
　
４
月
１
日
～
平
成
　
年
２０

３
月
　
日
３１

□
医
療
機
関
　
人
間
ド
ッ
ク
を
実

施
し
て
い
る
医
療
機
関

□
対
象
者
　
町
の
国
民
健
康
保
険

に
加
入
し
て
お
り
国
保
税
完
納

世
帯
の
人

□
助
成
額
　
１
日
人
間
ド
ッ
ク
＝

１
万
５
０
０
０
円
、
１
泊
２
日

人
間
ド
ッ
ク
＝
３
万
円

□
申
込
方
法

①
希
望
者
本
人
が
直
接
医
療
機
関

に
申
し
込
み
、
受
診
し
て
検
診

費
全
額
を
お
支
払
い
く
だ
さ
い

②
人
間
ド
ッ
ク
終
了
後
、
次
の
必

要
書
類
を
お
持
ち
に
な
っ
て
、

住
民
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い

・
人
間
ド
ッ
ク
検
診
費
の
領
収
書

・
検
診
結
果
報
告
書

・
国
民
健
康
保
険
証

・
印
鑑

・
振
込
口
座
が
確
認
で
き
る
も
の

（
通
帳
、
郵
便
局
は
除
く
）

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

　
平
成
　
年
度
の
国
民
年
金
保
険

１９

料
は
、
１
か
月
１
万
４
１
０
０
円

で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

〈
お
得
な
前
納
制
度
〉

　
４
月
中
に
平
成
　
年
度
分
を
ま

１９

と
め
て
納
め
る
と
、
３
０
０
０
円

も
お
得
で
す
。
し
か
も
、
毎
月
支

払
う
手
間
も
省
け
、
と
て
も
便
利

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
住
民
課
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
保
険
料
を
前
納
し
た
期
間
中
に
、

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
必
要

が
な
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
還
付

さ
れ
ま
す
。

【
問
】
住
民
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
４
４

防犯情報等、メルマガの登録は…町のホームページから  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ.ｍｅiｗａ．ｇｕｎｍａ．ｊｐ/

町
長
と
語
ろ
う

ま
ち
づ
く
り

人
間
ド
ッ
ク
検
診
費

を
助
成

付加保険料込み定額保険料区分

１４，５００円

１７４，０００円

１４，１００円

１６９，２００円

１か月の保険料

１年間の保険料

１７０，９１０円

３，０９０円

１６６，２００円

３，０００円

１年間前納保険料

※前納時割引額

国
民
年
金
保
険
料
の

納
付
を
お
忘
れ
な
く

※１年間の保険料・１年間前納保険料＝平成１９年
４月～平成２０年３月

■国民年金保険料一覧表

革 革 革

明
和
分
署
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
３
１

（８４）

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備

講
習
会
】

□
日
時
　
５
月
　
日
　
　
午

２９

（火）

前
９
時
　
分
３０

□
場
所
　
館
林
市
郷
谷
公
民

館
□
受
講
料
　
８
３
０
０
円

※
テ
キ
ス
ト
、
例
題
集
代
含

む
。

【
危
険
物
取
扱
者
試
験
（
甲

種
・
乙
種
・
丙
種
）
】

□
日
時
　
６
月
　
日
　
　
午

２４

（日）

前
９
時

□
場
所
　
太
田
市
関
東
学
園

大
学
ほ
か

□
受
験
料
　
甲
種
５
０
０
０

円
、
乙
種
３
４
０
０
円
、

丙
種
２
７
０
０
円

□
受
付
期
間
　
５
月
７
日
　（月）

～
　
日
　

１７

（木）

□
受
付
場
所
　
館
林
消
防
本

部
予
防
課
保
安
係
ま
た
は
、

明
和
分
署

危
険
物

　
取
扱
者
試
験



くらしの情報

（２１）広報めいわ　平成１９年４月１０日

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
後
２

２７

（金）

時
　
分
～
午
後
４
時
　
分

３０

３０

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
対
象
　
町
民
か
た
な
ら
ど
な
た

で
も

□
内
容
　
泌
尿
器
の
病
気
に
つ
い

て
の
講
演
と
骨
盤
体
操
の
実
技

指
導

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

□
概
要

・
所
在
地
　
板
倉
町
朝
日
野

・
分
譲
区
画
数
　
　
区
画
（
複
数

３９

申
し
込
み
の
場
合
は
抽
選
）

・
面
積
　
約
２
０
１
平
方
㍍
～
約

３
３
０
平
方
㍍

・
分
譲
価
格
　
８
０
０
万
円
台
～

１
２
３
０
万
円
台

※
最
多
価
格
帯
　
８
０
０
万
円
台

（
　
区
画
）
で
す
。

１８□
申
込
期
間
　
４
月
　
日
　
～
　

２８

（土）

３０

日
　
正
午

（月）

□
抽
選
会
　
４
月
　
日
　
　
午
後

３０

（月）

　
２
時

□
申
込
方
法
　
県
板
倉
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
販
売
セ
ン
タ
ー
へ
直
接
、

申
し
込
む

※
販
売
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
日
開
い

て
い
ま
す
。

【
問
】
板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
販
売

セ
ン
タ
ー
販
売
グ
ル
ー
プ
　
　
　

　
　
　
緯
０
２
７
６
　
４
０
５
１

（７０）

【
入
漁
証
行
使
料
金
（
税
込
み
）】

□
全
漁
券
　
４
５
０
０
円
（
コ
ロ

ガ
シ
、友
釣
、ド
ブ
釣
、
流
し
、

釣
）
　
　
　
　
　
 

□
投
網
券
　
６
７
０
０
円
（
コ
ロ

ガ
シ
、
投
網
、
流
し
）

【
該
当
河
川
】

　
利
根
川
（
福
島
橋
下
流
端
よ
り

下
流
板
倉
地
先
ま
で
）
、
広
瀬
川
、

粕
川
、
石
田
川
、
早
川
、
蛇
川
地

区
内
全
域

※
入
漁
証
購
入
は
、
経
済
課
へ
。

【
問
】
経
済
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
５
３

【月曜日から土曜日（午前９時～午後６時まで）】

・まず、かかりつけ医やお近くの開業医を受診しま

しょう

・自分のことをよく知る「かかりつけ医」を持ちましょ

う

・当病院に来院なさる場合は、かかりつけ医からの紹

介状をご持参ください

【日曜日・祝日（午前９時～午後６時まで）】

・館林市邑楽郡医師会による休日当番医を受診しま

しょう

・内科、小児科、外科（午前９時～午後５時まで）、

耳鼻科（日曜日のみ診療・午前９時～午後１時まで）

の診察を受けることができます

【月曜日から金曜日（午後７時～午後１０時まで）】

・館林市夜間急病診療所を受診しましょう

・軽度の内科、小児科疾患のかたは診察を受けること

ができます

【午後１０時以降・夜間】

・まず、「明日まで待てるかどうか」冷静に症状を判

断して来院しましょう

・自分で判断ができないときは館林厚生病院に電話で

ご相談ください

　　平成１６年度から始まった医師の新臨床研修制度

の導入などが引き金になり、全国的な医師不足が社会

問題化されています。館林厚生病院でも医師が不足し、

診療に影響を及ぼしています。

　館林厚生病院では今後、地域医療の更なる崩壊を防

ぐために地域医師会の協力を得て、下記のとおり対応

することになりました。

　館林厚生病院の勤務医の保持と提供する医療が継

続できるように皆様にも多少の不自由を我慢してい

ただきたくご理解ご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　病院長

　  館林厚生病院　   　　　　　　　　　　緯（７３）２３１３

館林厚生病院での医師不足への対応

地域医療を守るため
皆さんのご協力を

入
漁
証
行
使
料
金
が

決
ま
り
ま
し
た

健
康
講
座「
泌
尿
器
の

病
気
と
骨
盤
体
操
」

板
倉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

新
規
宅
地
分
譲

□日時　５月２０日（日）　午前１０時～正午
□対象　成人男女
□募集人数　５０人
□内容　リズムに合わせてダンススイミング
□参加費　無料
□募集期間　５月５日（土）～１６日（水）
□申込方法 　海洋センターへ直接
※詳しくは、海洋センター緯（８４）５５１１へ

成人アクア健康まつり



（２２）

西
原
 丈
陽
 　（
聡
・
雅
子
／
新
里
）

た

け

は

る

奈
良
原
 久
遠
 
（
昌
樹
・
美
奈
子
／
千
津
井
）

く

お

ん

飯
塚
 隆
寛
 　
（
勉
・
真
紀
／
千
津
井
）

た

か

ひ

ろ

小
野
 天
翔
 　
（
俊
彦
・
千
絵
／
中
谷
）

つ

ば

さ

奈
良
 雪
　
 　（
真
行
・
優
子
／
田
島
）

ゆ

き

と

髙
谷
 祥
悟
 　（
佳
尚
・
幾
代
／
江
口
）

し

ょ

う

ご

　
谷
 虹
太
 　（
晃
・
絵
美
／
新
里
）

こ

う

た

　
町
で
は
、
犬
の
登
録
と
狂
犬
病

予
防
注
射
を
実
施
し
ま
す
。（
生

後
３
か
月
以
上
の
犬
が
対
象
と
な

り
ま
す
）

【
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
】

□
登
録
　
犬
の
生
涯
に
１
回
（
平

成
　
年
４
月
１
日
以
降
）

１９

□
狂
犬
病
予
防
注
射
　
毎
年
１
回

□
日
程
　
左
表
の
と
お
り

□
料
金

・
登
録
し
た
こ
と
の
あ
る
犬
１
頭

に
つ
き
３
３
０
０
円
（
注
射
の

み
） 

・
登
録
し
た
こ
と
の
な
い
犬
１
頭

に
つ
き
６
３
０
０
円
（
注
射
・

登
録
）

※
館
林
邑
楽
獣
医
医
師
会
の
獣
医

さ
ん
で
も
、
登
録
と
注
射
を
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。
注
射
料
金
な
ど

が
異
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。
病
気
中
、

妊
娠
中
ま
た
は
産
後
２
週
間
以
内

の
犬
は
注
射
が
受
け
ら
れ
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
獣
医
さ
ん

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
環
境
課
へ
。

【
犬
・
猫
の
手
術
補
助
金
】

　
町
で
は
、
犬
・
猫
の
避
妊
・
断

種
手
術
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
て
い
ま
す
。「
小
さ
な
身

体
に
メ
ス
を
入
れ
る
な
ん
て
か
わ

い
そ
う
」
と
思
う
人
も
い
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
飼
え
な
い
命
を

増
や
す
ほ
う
が
も
っ
と
不
幸
な
こ

と
な
の
で
す
。

□
補
助
対
象
者
　
町
内
在
住
の
販

売
を
目
的
と
し
て
い
な
い
犬
・

猫
（
犬
の
場
合
は
、
狂
犬
病
予

防
法
に
基
づ
く
登
録
を
し
、
予

防
注
射
を
受
け
て
い
る
こ
と
）

□
補
助
金
額

・
避
妊
手
術

　
犬
１
頭
に
つ
き
１
万
円

　
猫
１
頭
に
つ
き
８
０
０
０
円

・
断
種
手
術

　
犬
１
頭
に
つ
き
５
０
０
０
円

　
猫
１
頭
に
つ
き
３
０
０
０
円

※
補
助
金
の
交
付
を
希
望
さ
れ
る

か
た
は
、
手
術
の
前
に
印
鑑
を
持

参
し
、
環
境
課
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
環
境
課
へ
。

【
問
】
環
境
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
１
６
２

　
町
で
は
「
広
報
め
い
わ
」
の
編

集
や
、
行
事
等
の
撮
影
、
記
事
の

執
筆
を
し
て
い
た
だ
く
「
町
民
リ

ポ
ー
タ
ー
」
を
募
集
し
ま
す
。
リ

ポ
ー
タ
ー
の
視
点
で
執
筆
し
た
記

事
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
紹
介
し

て
は
い
か
が
で
す
か
。
皆
さ
ん
の

応
募
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
募
集
人
数
　
　
人
１０

□
募
集
期
限
　
４
月
　
日
　

２７

（金）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
　
歳
以
上

２０

の
か
た

□
委
嘱
期
間
　
１
年
間

□
内
容
　
広
報
め
い
わ
の
紙
面
づ

く
り
（
執
筆
、取
材
活
動
等
）

□
申
込
方
法
　
企
画
課
へ
直
接
 、

ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む
　

【
問
】
企
画
課

　
　
　
　
　
　
　
　
内
線
２
２
２

　
町
で
は
、
父
と
子
ど
も
の
親
子

の
絆
を
深
め
て
も
ら
う
「
父
と
子
の

ふ
れ
あ
い
教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

□
日
時
　
４
月
　
日
　
　
午
前
　

２９

（日）

１０

時
～
午
後
２
時

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
内
容
　
簡
単
な
調
理
実
習
と
体

を
使
っ
た
ふ
れ
あ
い
遊
び

□
対
象
　
年
長
児
～
小
学
３
年
生

と
そ
の
父
ま
た
は
祖
父

□
募
集
人
数
　
　
組
１２

□
参
加
費
　
無
料

□
申
込
期
限
　
４
月
　
日
　

２４

（火）

□
申
込
方
法
　
保
健
福
祉
課
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
そ
の
他
　
当
日
、
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
ま
た
は
帽
子
・
タ
オ
ル

を
持
参

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

戸
籍
の
窓

・軽自動車税

　　納期限＝５月１日（火）

・水道料金

納期限＝４月２７日（金）

今月の納税

（
敬
称
略
）

携帯電話から防犯情報等、町の情報は ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ｍｅｉｗａ．ｇｕｎｍａ．ｊｐ/ｍｏｂｉｌｅ/

犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予

防
注
射
を
お
忘
れ
な
く

実　施　場　所　・　時　間期　　日

田島出荷所
１０：５０～１１：３０

東部児童館
９：５５～１０：３５

斗合田集落センター
９：００～９：４０５月

１０日(木) 中谷教学院
１４：４０～１５：２０

梅原集落センター
１３：５０～１４：３０

江口集落センター
１３：００～１３：４０

大輪公民館
１０：５０～１１：３０

館林市農協佐貫支所
９：５５～１０：３５

大佐貫農構改善センター
９：００～９：４０

１１日(金)
明和町役場駐車場西側
１４：４０～１５：２０

南大島農構改善センター
１３：５５～１４：３０

矢島公民館
１３：００～１３：４０

明和町役場駐車場西側
９：００～１１：３０

１２日(土)

明和町役場駐車場西側
９：００～１１：３０

２０日(日)

      ■狂犬病予防注射日程表

町
民
リ
ポ
ー
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

父
と
子
の
ふ
れ
あ
い

教
室
参
加
者
募
集

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

お
悔
や
み
申
し
あ
げ
ま
す

日
名
子
雄
三
　
　
　
新
　
里
　
春
實

９０

坂
部
忠
一
　
　
　
　
新
　
里
　
鈴
木
隆

８０

薗
部
ア
イ
子
　
　
　
千
津
井
   

７５

三
橋
丈
夫
　
　
　
　
中
　
谷
　
栄
子

６６

木
村
ト
ミ
　
　
　
　
江
　
口
　
繁

７９



くらしの情報

（２３）広報めいわ　平成１９年４月１０日

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、

ふ
れ
あ
い
の
集
い
や
フ
レ
ッ
シ
ュ

健
幸
塾
を
開
催
す
る
に
あ
た
り
、

送
迎
や
運
営
の
手
伝
い
等
を
し
て

い
た
だ
け
る
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
毎
月
１
～
３
回（
平
日
）

□
時
間
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
分
３０

□
申
込
方
法
　
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー（
保
健
福
祉
課
内
）へ
電

話
で
申
し
込
む

【
問
】
保
健
福
祉
課

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
３
１
１
３

（８４）

　
陶
芸
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
　
年
１９

度
の
会
員
を
募
集
中
で
す
。

□
活
動
日
　
毎
月
第
２
・
４
日
曜

日
　
午
前
９
時
～
正
午

□
対
象
　
ど
な
た
で
も

□
会
費
　
１
万
円
（
年
会
費
）

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

【
問
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
４
９
１

（８４）

□
活
動
日
　
毎
月
第
１
・
２
・
３
土

曜
日
　
  午
後
７
時
～
午
後
９
時

□
対
象
　
ど
な
た
で
も

□
会
費
　
３
０
０
０
円（
月
会
費
）

□
場
所
　
中
央
公
民
館

□
申
込
方
法
　
中
央
公
民
館
へ
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
用
具
に
つ
い
て
は
貸
出
し
ま
す
。

【
問
】
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
緯
　
４
４
９
１

（８４）

休日当番医

○内科(小児科の診療もできます）・外科の診療時間は、午前９時～午後５時
○耳鼻科の診療時間は、午前９時～午後１時
○救急テレホンサービス(緯７３崖５６９９）：受診可能病院を紹介しています

館林邑楽全地区館　林明　和
千代田

期　日
耳鼻科小児科・内科外科内科

おぎわら
61-1133

おぎわら
61-1133

土井ﾚﾃ゙ｨｽ
72-8841

橋田内科
(72)0001

害
４月３０日
（日）

害
益田小児科
(62)5535

海宝病院
(74)0811

大石内科
(74)2362

害
５月３日
（木）

害
星野こども
(70)7200

岡田整形
(72)3163

ゆたか医院
(73)7308

害
５月４日
（金）

害
長谷川ｸﾘﾆｯｸ
(80)3311

川島脳外科
(75)5511

ごが内科
(73)7587

害
５月５日
（土）

今村ｸﾘﾆｯｸ
(70)2221

森下内科
(73)7776

新橋病院
(75)3011

記念病院
(72)3155

害
５月６日
（日）

板倉耳鼻
(80)4333

竹越医院
(84)3137

澤田皮膚外科
(70)7703

後藤内科
(72)0134

竹越医院
(84)3137

５月１３日
（日）

川田耳鼻
(72)3314

菅沼医院
(72)9090

最上胃腸科
(74)3763

落合医院
(72)3160

福田ペイン
(84)1233

５月２０日
（日）

　◇緊急　館林厚生病院　(７２)３１４０　　
　　　　　（内科・外科）
　◇夜間　夜間急病診療所　(７３)２３１３
　　　　　午後７時～１０時(土・日、祝日
　　　　　　を除く)
　　　　　内科・小児科(要電話確認）

歯　科

館林邑楽歯科保健医療センター

(７３)８８１８

午前９時～正午・午後１時～３時

代　表対　象種　目団　体　名

落合康秀
（８４）５５２１

東西小
１～６年生サッカー  明和FC           

飯島信一
（８４）５６５５

東西小
１～６年生

野　　球  リトル明和      

庄條英樹
（８４）４５２４

東西小
２～６年生

バレーボール  明和少VC　　 

池田行正
（８４）４３２５

東西小
１～６年生

剣　　道 明和剣友会 　

鈴木　隆
（８４）５７３７

東西小
１～６年生野　　球 明和西ウルト 

ラナインズ　

篠木弘樹
（８４）５６７２

３歳以上の幼児
小学生・中学生レスリング 明和レスリン

グクラブ      

松本一美
（８４）２９６０

東西小
１～６年生

バスケット 明和ミニバスケッ
トボールクラブ  

山岸英美
（８４）３０６４

東西小
１～６年生野　　球

 明和西少年野
球クラブ  　

小宅　誠
（８４）５６０７

東西小・中学生以上
（水泳経験者）スイミング 明和ジュニアス 

イミングクラブ

　  社会体育館　　   　　　　　　　　　　　　緯（８４）４６２６

スポーツ少年団員を募集
　各スポーツ少年団では、団員を随時募集しています。

詳しくは、各スポーツ少年団の代表者または、社会体

育館へお問い合わせください。             　　（敬称略）

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

陶
芸
ク
ラ
ブ
の
会
員

を
募
集
し
ま
す

お
琴
教
室
参
加
者
を

募
集
し
ま
す

　   住民課　　   　　　　　　　　　　　　　　 内線１４４

入院する前に申請を！
入院した時の窓口負担額が変わります

　平成１９年４月から、７０歳未満の人が入院したと

きの病院窓口での支払いは、「限度額適用認定証」

を医療機関へ提示することにより、下記の自己負

担限度額までとなります。国民健康保険の加入者

が入院する場合は、入院前に住民課で「限度額適

用認定証」の交付を受けてください。

　なお、お勤めのかたは勤務先へお問い合わせく

ださい。

※国保税完納世帯に限ります。

自己負担限度額所得区分

８０，１００円＋（医療費－２６７，０００円）×１％一　般

１５０，１００円＋（医療費－５００，０００円）×１％上位所得者（※１）

３５，４００円住民税非課税世帯

※１　上位所得者とは、基礎控除後の総所得金額

などが６００万円を超える世帯になります。

※過去１２か月間に高額療養費の支給が４回あっ

た場合、４回目以降の限度額は変更になります。

■自己負担限度額（月額）



（２４）

●広報めいわは、自然保護のため再生紙と大豆油インキを使用し作成しています。

編
　
集
　
後
　
記

■発行／群馬県明和町役場　〒３７０崖０７９５　群馬県邑楽郡明和町新里２５０番地１　■編集　企画課広報情報政策係
始０２７６(８４)３１１１　姉０２７６(８４)３１１４　■URL　http://www.town.meiwa.gunma.jp　■Eメール　info@town.meiwa.gunma.jp

撮影場所　川俣地先

私たちの町を流れる利根川も、この時期になると降水量も減り、

川底が色々な表情を見せてくれる。異常気象のためか今年は特

に水量が少なく思える。輝く水面の中に川底が黒く浮かび上

がった。自然が造りだした川底の造形美である。これからの季

節は、徐々に水量も増え、川底の造形美も私たちの目から姿を

消してゆくであろう。「来年はもっと美しい姿を見せてほしい」と

願いつつ、シャッターを切った。

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
に
よ
り
、皆

さ
ん
と
お
別
れ
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。短
い
間
で
し
た
が
、取
材
等
で

皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。　
憶

　
先
日
、散
歩
を
し
て
い
た
ら
桜
が

満
開
。
あ
ま
り
き
れ
い
だ
っ
た
の
で

「
嫌
な
」こ
と
も
忘
れ
ら
れ
・・
少
し
幸

せ
な
時
間
を
過
ご
せ
ま
し
た
。卸

　
春
は
、暖
か
く
、過
ご
し
や
す
く
大

好
き
で
す
。な
ぜ
か「
さ
ぁ
、頑
張
ろ

う
」
と
い
う
気
持
ち
に
さ
せ
て
く
れ

ま
す
。　
加

川底の造形
定期相談

町の無料法律相談　
□日　時　５月１０日（木）　午前１０時～
正午　
□場　所　役場委員会室　
□対象者　明和町民　
□担　当　丸山弁護士
□受付期間　５月１日～８日まで総務
課へお申し込みください（予約制）

人権・行政・心配ごと相談
□日　時　５月１５日（火）　午前１０時～
午後３時
□場　所　役場会議室

年金相談　
□日　時　５月１７日（木）　午前１０時～
午後３時
□場　所　館林市役所

交通事故相談
□日　時　５月１１日・１８日（金）　午前１０
時～午後４時
□場　所　太田市役所

３月の救急車出動回数

士急病……………２６件
士交通事故………　４件
士その他…………　２件
士合計……………３２件

乳幼児健診
□日　時　５月１０日（木）　午後１時～午
後２時受付
□場　所　保健センター
□対　象　１７年５月、１８年５・７・１０
　月、１９年１月生

健康相談
□日　時　５月１日（火）　午前９時３０分
～午前１０時３０分受付
□場　所　保健センター
□対　象　乳幼児・成人

町の人口と世帯（平成１９年３月１日現在）
　　　　　総人口　　１１，６７６人    （－ ５）
　　　　　　男　　　　５，８６１人　 （＋ ３）
　　　　　　女　　　　５，８１５人　 （－ ８）
　　　　　世帯数　　　３，６８３世帯 （－ ９）

　　　　　　　※（　）内の数字は前月比

定期健診・相談

かわをたずねて

写真・文　明和フォトクラブ　増田　稔


